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男子 女子 男子 女子 男子 女子
①たくさんかかわれた 1 2 1 1 2 7
②少しだけかかわれた 3 2 0 1 4 5
③あまりかかわれなかった 0 1 0 0 0 0





男子 女子 男子 女子 男子 女子
①はい 4 5 4 3 7 12
②いいえ 2 0 0 1 0 0










































































































































男子 女子 男子 女子 男子 女子
①登校した人から自由に遊びを始めることができる 3 3 2 2 4 9
② みんなが集まってからリーダーが説明をして始める 0 1 2 2 2 0
③そのほか，①②以外の方法があれば教えてください 1 1 0 0 0 2
回答なし 0 0 0 0 1 1
③そのほか，①②以外の方法があれば教えてください。
４年生 ・１年生がやりたい!!と言った遊びをみんな多数決をして準備をして始める。
 ・黒板とかにルールとかを書いてそれを見た人から遊ぶ
５年生
６年生 ・１年生のやりたい事を取り入れる（①の方法につけたし）
 ・みんなでやりたいものを書いて，毎回くじ引きをする！
６．（６年生への質問です）  
中学校では，どんな部活に入りたいですか？
６年生
男子 女子
バスケット 1 0
バトミントン 3 1
運動 0 1
吹奏楽 0 2
パソコン 0 1
美術 0 1
美術か帰宅部 0 1
文化 0 1
まだ決まっていない 1 1
帰宅部 1 2
回答なし 1 1
  
※帰宅部希望理由  
・チアとダブルダッチを続けたいから（女子１名）
・クラシックバレエをやる（女子１名） 
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の運動量確保という目的から４年生がメインリーダーと
なって１年生へ指導する状況を作ることができなかっ
た。したがって，ジュニアリーダー育成マニュアル継承
については，次年度もA小学校で実践できることとな
れば現５年生が６年生となるため，改めて１年生の指導
の仕方について手本を示してもらう予定である。
　また，今年度は小学校の事情により，8：05以降で運
動を開始することとなり，8：20までの15分以内の遊び
時間という状況となった。限られた時間の中で，本研究
の目的を達成することは大変困難と考えられたが，以下
Jr.Lからのアンケートから今年度の育成状況について考
察していくこととする。
１．実践後のアンケート調査から
１）「１年生に運動の遊び方を教えることなど，どのく
らいかかわることができましたか？」から
　この質問内容から「①たくさんかかわれた」，「②少し
だけかかわれた」について24名が回答しており，おおよ
そ１年生と関わることができたことが明らかとなった。
８名が回答なしであったが，次の２．「ジュニアリーダー
としての自覚を持って１年生と関わることができました
か？」の質問から，「はい」と回答した児童が35名であっ
たことから１年生とは運動遊びを通して関わる機会を
もったことが伺えた。
２）「ジュニアリーダーとしての自覚を持って１年生と
関わることができましたか？」とその質問に関する理由
として
　「はい」と回答した児童が35名，「いいえ」と回答をし
た児童が３名であった。「はい」の理由として，「教えた」
というキーワードやその内容を含む回答が21件，「運動
を1年生と行った」ことがわかる内容として10件，「運動
内容に関して考えた」ことがわかる内容として4件であっ
た。そして，学年が高い順に具体的な内容が記載されて
おり，学年が上がるごとにリーダーとしての強い自覚や
出来事への課題や感想などが明確であることから，ジュ
ニアリーダー制度が児童にとって年下の児童への教える
機会が増えていくことでコミュニケーション能力を高め
ること，思いやりの心の醸成，楽しく運動するための課
題解決などアクティブ・ラーニングが必然と生まれてい
たことを示すものであったと考えられる。
３）「朝運動の中で，１年生が「楽しい！」と感じる時
はどんな時だと思いますか？」から
　この質問については，Jr.Lが本人が１年生であった時
に当時のリーダーに遊んでもらったことを思い出した
り，１年生に対してどのように関われば楽しいものとな
るのかを問う内容であった。
　特に，「運動内容や遊び名」の記述があったものが24件，
「リーダーが関わることで楽しくなる，コミュニケーショ
ンを取る」ことの内容については８件であった。
　２）での回答と同様に，学年が上がるにつれて１年生
が楽しいと感じていることを具体的な認識や遊びの内容
の場面を捉えており，一方，４，５年生では回答が漠然
として運動をしている１年生の姿の詳細が思い浮かんだ
り印象に残っていないことが伺えた。
５）　４）の質問に対して「リーダーができることは何
ですか？」から
　「運動の内容」について５件，「コミュニケーションを
取る」ことについて14件，「リーダーの役割・自覚」に
関すること16件の記述があった。
　６年生の回答は，４，５年生と比較して具体的事例な
どの記述が多く，最上級生としての自覚などからリー
ダーシップを取るという意識が強かったと考えられる。
６）「今年の朝運動は，運動の説明や遊び方が変わりま
した。どのような方法が良いと思いますか？」から
　「①投稿した人から自由に遊びを始めることができる」
に回答した児童が23名，「②みんなが集まってからリー
ダーが説明して始める」に回答した児童が７名であった。
　今年度から①の方法で，15回目以降実施してきた。小
学校の事情等を含め，運動量を確保することを考慮して
児童たちに実施してもらったが，①の回答が多くみられ
た。限られた時間でたくさん運動をしたいということを
理解していると推測されたり，多くの児童の前で説明す
ることが難しいと考えた児童も含んでいたのではないか
と考えられる。
２．Jr.Lの育成課題と今後について
　本研究のアンケート調査から，６年生の回答がいずれ
の自由記述において具体的記載が多かった。このこと
は，短期的にみれば１年間〜３年間を継続的にJr.Lを希
望して１年生との関わりからの異学年交流として，長期
的な視点からJr.L制度をこれまでに７年間継続して実施
してきた成果の一つと考えられる。本研究での対象とす
るJr.Lは全員，１年生であった時には当時のJr.Lから指
導してもらったり遊んでもらったりしている。特にメイ
ンリーダーを担当したリーダーは，低学年児童に対して
運動遊びを「どのような遊びを」「どのように説明し」
「どのような形態で・運動時間で」行ってもらうのかを
考える良い機会となっていると理解できる。そして，4
年生から学年が上がるごとに３年間Jr.Lを経験してくる
と，運動に対する考え方が様々な観点から考慮できるよ
うになり，運動量の確保や限られた時間の中で運動の説
明やまとめで感想や課題を引き出すなど，あらゆる視点
を持って運動指導が行われるというノウハウを学習する
という結果がアンケート内容に集約されているのではな
いか推測できる。
　以上のことから，Jr.Lの育成方法に関してはある程度
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の目標は達成されつつある。一方，これまでのJr.L育成
によって子ども集団のみでどの程度体力・運動能力への
直接的に影響が及ぶものなのかを対照校と比較して詳細
に検討すること，また近年の研究傾向から認知機能およ
び非認知機能などへの効果など検証することが今後の課
題である。
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